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みなさん、はじめまして。今年の１月、Ｐ .Ｏ .ラボに入社しました新

入社員の大谷 巧と申します。

恥ずかしながら韓流歌手（Ｂ Ｉ ＧＢＡＮＧという歌手の大ファンです

(笑 )）にハマる２７歳独身。一見華奢に見えますが、実は元高校球

児。最近ではゴールボールというパラリンピックの競技で全国大会を

目指していました！！

厳しかった冬の寒さも和らぎ、そろそろ桜の開花と花粉が気になる季節になりました。みな

さんいかがお過ごしでしょうか。

私事ですが、昨年の年末に女の子が産まれ、その可愛さと、4歳の息子のお兄ちゃんぶり（あ
んまりできてないけど）がたまらない今日この頃です。

さて、春といえば入学、就職、転勤などなど、節目の季節でもあり、新たな出会いも多い季

節ですね。私たちの会社にも、この4月から、ではなく、少し前の2012年の年始めから、新しい
仲間が加わりました。名前は大谷 巧（ｵｵﾔ ﾀｸﾐ）くんです。

彼は義肢装具士の国家資格を取得すべく専門学校に通っていた頃、臨床実習を私たちの会社

で過ごしました。専門学校を卒業後は、福島県の義肢装具製作会社で一生懸命働いていまし

た。

そして去年の東日本大震災の時も現地にいました。震災から1年が経つ今、震災の記憶を風化
させないためにも、今回は、自己紹介も含めて、被災したときのことを話してもらおうと思い

お願いしました。

「自称」編集長の岡です
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趣味は、これといって深く考えたことありませんが、おそらくライブ参戦！ＢＩＧＢＡＮＧのコンサ

ートは勿論のこと、他の韓流歌手から邦楽・洋楽まで。跳ねて、飛んで、汗かいて、ある種のス

ポーツだと思っています。それ以外にも、白浜へ神戸へ名古屋へ愛車の日産モコちゃんでドライ

ブしたり、なんとなく資格の勉強、なんとなく銭湯に入りびたり、なんとなく美術館巡り。とにかく

落ち着きのないことが特徴です。

さて、みなさん↗。「新入社員という割には全然フレッシュさを感じない」というのが、最近出先

でもっぱらのウワサ…。それもその通り、以前働いていた会社を中途退社してきました。以前の

勤務先は、東北の『福島県』。昨今の放射能問題から避難を決断し、この度、関西で働かせて頂

くことになりました。

もともとは関西の出身なのですが、義足や装具の勉強をする専門学校へ行くため、まずは埼

玉へ北上(？ )。学校卒業後、義足の修行のために福島県の会社へさらに北上して行きました。

少し震災のことを振り返りますが。

２０１１年３月１１日１４時４６分。勤務中に病院内で被災。最初はゆっくりとした揺れでしたが、

段々と大きくなる耳鳴りと地響きに異変を感じ、患者方にベッドの下へ隠れるよう指示。その直

後、大きな揺れと共に建物内のすべてのものが倒れて来ました。ほとんど同時に停電。異常を

感知した警備システムの警報だけが鳴り響くなか、何が起きたのかわからないまま、しばらく動

くことができませんでした。

それから、なんとか家にたどり着いて迎えた夜。近所に知り合いも居ないため逃げるあてもな

く、余震の度に外から聞こえる悲鳴を聴きながら、いざというときのために玄関で靴を履いた状

態で座って一晩過ごしました。正直恐くて

仕方なかったのですが、それを救ってくれ

たのは関西の友達からひっきりなしに届

いたメールです。夜が明けるまでみんなが

起きて相手をしてくれたんです。恐くて眠

れなかったのが正直なところなんですが、

友達に「大丈夫か？」って聞かれると、「余

裕〜♫」なんて強がったりして、気をしっか

り持たせてくれました。

それから、関西に戻るまで９ヶ月。“戻

りたい”と思わせてくれたのは関西の仲

間のおかげですし、 ９ヶ月留まらせたの

は、福島の人の良さだと思います。

今でも福島の方々にうしろめたい気持ち

もあります。ですが、関西に戻ってきた以

上、助けてくれたたくさんの人たち（関西も福島も）に感謝を伝えて、うしろめたさの分だけ今出

来ることに奔走したいと思っています。

それではみなさん。これからよろしくお願いします。
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アーチを支えるきんに君

足の構造を支える3つの要素、「骨格」「靱帯」「筋肉」

のうち、私たちが意識して動かし、強くすることができ

るのは、「筋肉」になります。そして筋肉は、いくつに

なっても鍛えることができるのです。

例えばこんな運動

アーチをつり上げる後脛

骨筋という筋肉を鍛えま

す。

立ったまま、足の内側だ

けをクイｯと持ち上げてく

ださい。最近何かのTV番
組でもやってましたね。

床にタオルを敷いて、足
の指で巻き取ります。足
裏の筋肉すべてを使った

運動です。歩くときも指
をしっかり使って歩くこ

とが足を強くします。

パ
ー

グ
ータオル巻き巻き

意外と難しいグーチョ

キパー。足の筋肉をし

っかり使って楽しくや

りましょう。

内がえし運動

母趾外転筋
ぼしがいてんきん

チ
ョ
キ


